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R410A対応
冷媒回路内にほこり、ゴミ、水分等が
混入しないよう、従来以上に冷媒配管
工事に注意してください。

本書は据付工事に関する説明書です。

試運転については「取扱説明書」に

従って実施願います。

Recycled Paper

据付工事説明書内で、安全のため必ず

守っていただく項目を 警告 注意

の形で記載しました。

安全を確保するために、正しい据付工

事が必要です。据付工事の前に、この

説明書を必ずお読みください。
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⑦ ゴムブッシュ⑥ スペーサー⑤ ナット ⑧ ゴムキャップ名　　　称

① 防振ゴムマット（大） ② 防振ゴムマット（小） ③ ボルト ④ ザガネ

⑨ ヒューズ

各2個（予備）

１台

3.据付場所の選定
ユニットは、下記条件を考慮して据付位置を選定してください。
¡付属の防振ゴムマットを使用して据付けてください。
¡水平な場所に設置してください。目安としての水平レベルは前後・左右各0.5゜（前後8㎜,左右16㎜）以内にしてくだ
さい。

¡本体の質量に十分耐えられる強度のあるところ。
¡可燃性ガスの発生、流入、滞留、漏れのおそれがある場所では、火災をおこす危険性がありますので設置しないでくださ
い。

¡酸性の溶液や特殊なスプレー(イオウ系)を頻繁に使用する場所は避けてください。
¡油、蒸気、硫化ガスの多い特殊環境では使用しないでください。
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1.ユニットの組合わせ
本ユニットは、室内ユニットと室外ユニットで、構成されています。

室内ユニット １台

2.付属部品の確認
この室内ユニットには下記の部品が付属されていますので、ご確認ください。

室外ユニット

PADY-P450NMT-Ｅ

PVDY-P450NM-Ｅ(-BS,-BSG)

名　　　称

4個

8個

形　　　状

形　　　状

数　　　量

4個

2個 2個 4個

M12

数　　　量

名　　　称

形　　　状

数　　　量

M12

250V,15A
250V,6A

4個4個
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4.周囲必要空間
《壁まで》 《壁まで》 

150以上 500以上 
9
0
0
以
上
 

5.吊下げ方法と製品質量

ロープ脱落防止板  

Ａ部詳細  

NG 

OK 

（１）アイボルト使用の場合 （２）台枠の吊下げ金具使用の場合   

重心位置  

19
80
 

95
2 

95
2 

416 
900 

Ｇ   

1795 
891 891 1795 

Ｇ   

900 
416 

19
80
 

重心位置  

Ａ   

緩衝材  60°以下  
アイボルト（M20）  

60°以下 

（１）アイボルト使用の場合　　 
　●アイボルト（現地手配：Ｍ２０）４本を図示の位置に取付け、ロープを確実に引掛けてください。 
　●ロープ掛けの角度は下図のように６０°以下にしてください。 
（２）台枠から吊り下げる場合　　 
　●ロープを脱落防止板（左右各２カ所）内側の台枠に確実に引掛けてください。　　　 
　 【注意】ロープはロープ脱落防止板には直接引掛けないでください。　　 
　●ロープ掛けの角度は下図のように６０°以下にしてください。　　 
　●製品とロープが接触しないよう荷造用キャップをかぶせたままロープを掛けるか、 
   　適宜、緩衝材を設けてください。 
 
※いずれの場合もロープは必ず４カ所吊りとし、製品に衝撃を与えないようにしてください。 

背面のサービススペースは不要ですが、背面の据付ボルト締付けのため、背面側に作業スペースが取れない場合、ユ
ニット側面に500mm程度の作業スペースが必要です。

■ 製品質量　　810㎏
（単位：mm）
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6.据付け
(1) 基礎ボルト位置

8
0
0
 

9
0
0
 

1700 

1795 

＜正面＞  

＜背面＞  
ユニット外郭ライン  

47.5 

5
0
 

(2) 据付け
¡室内ユニット底ベースと、専用架台間に付属の防振ゴムマットを接着してください。（図１参照）
¡固定ボルトと室内ユニット底ベース間にはゴムブッシュを挿入し、ダブルナットにて締め付けてください。（図2参照）
¡据付け後に前パネルおよび吸込グリルに段差が生じている場合、蝶番固定板を止めているネジを長穴で止め直し、
位置を調整してください。（図3参照）

¡ユニットおよび架台から直接振動が伝わらないように周囲との縁切りを確実に行ってください。

(3) ドレン配管の接続
①ドレン配管は、冷却器ドレン口とエマージェンシー
ドレン口の2カ所から取出してください。

・冷却器ドレン口 ………………Rc 1
・エマージェンシードレン口 …Rc 3/4

②ドレン配管には室内ユニット内にトラップを設けています
ので、トラップは設けないでください。ただし、エマー
ジェンシードレン配管にはユニット外で100㎜以上の
ドレントラップを設けてください。

③蒸発器のドレンパンおよびエマージェンシードレンパン
に水を流し、ドレントラップに水を溜めてください。
水が溜まっていないと風が逆流してドレンパイプから
排水できず、露とび、水漏れ等の原因となります。

基礎施工に際しましては床面強度、配管、配線の経路に十分
留意してください。

④室内ユニット内のドレントラップの改造は絶対にしない
でください。露とび、水漏れ等の原因となります。

⑤施工完了後、メインドレン口とパネルのすき間をパテで
埋めてください。

⑥機外ドレン配管には露タレを防止するため、十分な防露
断熱工事を施工してください。

メインドレン口  

エマージェンシードレン口  エマージェンシードレンパン  

【図１】

【図２】 ⑧ゴムキャップ 

⑥スペーサー 

⑦ゴムブッシュ 

⑤ナット×２ 

ユニット底ベース 

①、②防振ゴムマット 

架台（現地手配） 
③Ｍ１２ボルト 

④ザガネ 

ダブルナットは、締付けトルク27～33N・mで締め付けてください。 

締付け後のねじ山は 
3山以上出してください 

【図３】

(±
3
㎜
)

蝶番固定板 

長穴で固定 

パネル全体を傾ける 
段
差
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7.冷媒配管工事
配管の接続方法は、室内ユニット、室外ユニットともフレア接続です。

(1) 注意事項
本ユニットは冷媒にＲ410Ａを使用しています。配管選定の際には、材質と厚さにご注意ください。
①冷媒配管は下記材料をお使いください。
¡材　質：冷媒配管はJIS H 3300「銅及び銅合金継目無管」のC1220のりん脱酸銅を、配管継手はJIS B 8607に適合

したものを使用してください。配管・継手の内面・外面ともに硫黄・酸化物・ゴミ、切粉・油脂・水分が付着し
ていないことを確認してください。
参考値：残留水分量10mg/ 以下、残留油分量3mg/m以下、残留異物量25mg/m2以下

¡サイズ：液管：φ12.7×0.8ｔ、ガス管：φ19.05×1.2ｔ　共にＯ材
②市販の銅管にはゴミが入っている場合がありますので、乾燥した不活性ガスにて吹き飛ばしてください。
③配管加工、または配管工事中に配管の中にゴミや水分を入れないでください。
④曲げ箇所は、できるだけ少なくし、曲げ半径は、できるだけ大きくしてください。
⑤冷媒配管制限（許容長さ、高低差、配管径）は必ず守ってください。故障や冷房不良の原因となります。
⑥ろう材は、JIS指定品の良質なものを使用してください。
⑦冷媒は、液冷媒にて封入してください。
⑧冷媒によるエアパージは絶対に行わないでください。必ず真空ポンプによる真空引きを行ってください。
⑨配管の断熱を正しく行ってください。不十分な場合、冷房不良や露タレ等によって思わぬトラブルが発生することがあ
ります。(19ページをご覧ください)

⑩冷媒配管の接続は室内ユニットの操作弁を全閉（工場出荷時仕様）のままとし、室内ユニットと室外ユニットの冷媒配
管を全て接続して、冷媒漏れ試験、真空引き作業が終了するまで操作しないでください。

⑪ろう付け作業は労働安全衛生法で定められた溶接技能士またはガス溶接技能講習修了者が作業してください。
⑫配管接続の際は、フレア接続および圧縮継手による接続を行ってください。圧縮継手の取付方法はメーカーの取付説明
書に従ってください。（配管接続およびバルブ操作の詳細は　14ページをご覧ください）
ろう付けを行う場合は、必ず、窒素置換による無酸化ろう付けをしてください。市販の酸化防止剤は配管腐食・冷凍機油
を劣化させるおそれがあるので使用しないでください。無酸化ろう付けを行わないと、圧縮機破損のおそれがあります。詳
細は、営業窓口にお問い合わせください。

⑬雨天時に屋外の配管接続作業はしないでください。
⑭漏えい点検記録簿の管理について
気密試験後、冷媒の充てん状況、漏えい検査結果などを所定の記録用紙に追記し、空調機器の所有者が管理するようにして
ください。

窒
　
素 

手元バルブ 

減圧弁（レギュレータ） 

ろう付箇所 

酸化スケール 
有/なし テーピング 

窒素ガス圧力 
0.02MPa以下 

空気が入らない 
ようにします。 

注）出口側をふさがないでくださ
い。内側が大気圧以上になり
ますと、ピンホールが発生し、
ろう付箇所の漏れの原因とな
ります。 

必ず減圧弁を使用してください。 
必ず窒素ガスを使用してください。 
（酸素・炭酸ガス・フロンガスは不可） 
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お願い：
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操作弁 
（ガス側） 

操作弁 
（液側） 

穴付きフレアナット 

締付トルクは下表参照。 
開閉はダブルスパナで行って
ください。 

フレア接続管（現地手配） 

φ19.05

φ12.7

現地配管 

圧縮継手 圧縮継手 

（キャップの締付トルク12.7N・m） 

（締付トルク20N・m） 

サービスポート 

HEX4

キャップ 

（締付トルク25N・m） 

HEX6
（閉時：締付トルク15N・m） 

（閉時：締付トルク9N・m） 

キャップ 

締付力(N･m)銅管外径(ｍｍ)

パイプ径 締付角度

(2) 配管、バルブ操作のご注意（室内・室外ユニット共通）

¡配管、バルブ操作は下図にしたがって確実に行ってください。
¡フレアナットは、必ず付属の穴付きフレアナットを使用してください。
※穴無しのフレアナットを使用すると、内部に水が浸入して外気が低下した場合、氷結によりガス漏れの原因になるこ
とがあります。

¡施工上、接続管と現地配管を分ける場合は、圧縮継手にて接続してください。
圧縮継手の取付方法は、メーカーの取付説明書に従ってください。

¡真空引き、冷媒チャージ後は必ず、バルブを全開状態にしてください。バルブを閉めたまま運転しますと冷媒回路
高圧側または低圧側が異常圧力となり、圧縮機等の損傷を招きます。

¡作業完了後、サービスポートおよびキャップはガス漏れの起らないようしっかり締め付けてください。

トルクレンチによる適正な締付力

49～61
100～120

φ12.7

φ19.05

締付角度の目安

30°～60°

20°～35°
φ12.7
φ19.05

※トルクレンチがない場合、次の方法を目
安にします。
フレアナットをスパナで締め付けて行く
と締付トルクが急に増すときがあります
のでそこで一度とめてそれから更に上表
の角度だけ回転させます。

お願い：
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(3) 気密試験・真空引き・冷媒充てん

●気密試験
工場出荷時、室内・室外ユニットには冷媒が封入されています。したがって、気密試験は下図のように、室内ユニット・
室外ユニットの操作弁を閉じたまま、室内ユニットまたは室外ユニットの操作弁についているサービスポートから接続配
管のみに加圧して行います。
（必ず、液管・ガス管の両方のサービスポートより加圧してください）

サービスポート 

＜ユニット側＞ ガス管 

液管 

操作弁 

Loノブ Hiノブ 
LO HI

システムアナライザー 
窒
素
ガ
ス
 

＜延長配管側＞ 

気密試験のやり方は従来機と基本的に同じですが、冷凍機油劣化への影響が大きいので下記の制約事項を必ず遵守して
ください。また、擬似共沸混合冷媒（Ｒ410A等)はガス漏れにより組成変化が生じ、性能に影響します。
従って、ガス漏れの場合は全量入れ換えになりますので、気密試験は慎重に実施してください。

気 密 試 験 の 手 順

(1)窒素ガスにて設計圧力(4.15MPa)に加圧後、１日程度放置し、
圧力が低下していなければ良好です。
ただし、圧力が低下している場合、漏れ箇所は不明なので次の
泡式で行ってもよい。

(2)上記加圧後、フレア接続部・ロウ付部・フランジ部等漏れが
予想されるすべての箇所に泡剤(ギュッポフレックスなど)をスプレ
ーし、泡の発生を目視確認する。

(3)気密試験後、泡剤をよく拭きとる。

×加圧ガスに可燃ガスや空気（酸素）を
使用すると爆発の危険がある。

制 約 事 項

（＊）配管内の圧力は外気温度により変化します。下記の計算式にて外気温度の変化による圧力変化を考慮してガス漏れの有
無を判断してください。
（測定時絶対圧力）＝（加圧時絶対圧力）×｛（273＋測定時温度（℃））／（273＋加圧時温度（℃））｝
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次に延長配管内に冷媒を封入します。
●追加冷媒充てんが必要な場合は、延長配管内に冷媒を追加し、室外操作弁を開いてください。
※延長配管内に冷媒を追加した場合は、そのまま放置せずに必ず室内・外操作弁を開いてください。
※真空引き完了から冷媒追加までの時間を極力短くしてください。延長配管内の冷媒が均圧してから室内操作弁を開いてください。
※室外操作弁を開く前に、冷媒追加が完了しなかった場合は、室内・外操作弁を開いた後、室内ユニットチェックジョイント
（低圧側）から冷媒を追加してください。

●追加冷媒充てんが不要な場合は、真空引き完了後、素早く室外操作弁を開いた後、室内操作弁を開いてください。
※冷媒によるエアパージは、絶対に行わないでください。
※冷媒再充てんの場合の真空引きは、必ずユニットに通電した状態で行ってください。
※冷媒の追加は液冷媒で実施ください。

※1.重量計は精度の高いもの(0.1kgまで測定可能なもの)を使用し　
てください。

(注) ・冷媒は必ず適正量を追加してください。(追加冷媒量については18ページをご覧ください。)また、必ず液冷媒にて封入
してください。
冷媒は多くても少なくてもトラブルの原因になります。
・ゲージマニホールド、チャージングホース等の部品は機器に表示されている冷媒専用のものを使用してください。

※2

サービス 
ポート 

※1重量計 

R410A 
ボ ン ベ  

真空ポンプ 

バルブ 

バルブ 三方接手 

ガス管 

液管 

ガス管 

液管 

操作弁 操作弁 

Hiノブ Loノブ 

LO HI
システムアナライザー 

室外ユニット 室内ユニット 

※2.真空ポンプは逆流防止器付のものを使用してください。

（推奨真空度計　ROBINAIR 14010 Thermistor Vacuum Gauge.）

また、真空ポンプは、5分運転後で65Pa[abs]以下のものを使用してください。

●真空引き
真空引きは、下図のように、室内ユニット・室外ユニットの操作弁を閉じたまま、室外ユニットの操作弁についているサービスポート
から接続配管についてのみ真空ポンプにて実施してください。真空ポンプから飛散するオイルミストが通信機等に影響を及ぼす恐れが
ありますので室内で真空引きをする場合、オイルミストレス式の真空ポンプを使用してください。（必ず、液管・ガス管の両方のサー
ビスポートから行ってください。）
真空度が650Pa[abs]に到達後、１時間以上真空引きをしてください。その後、真空ポンプを止めて１時間放置し、真空度が上昇して
いないことを確認してください。（真空度の上昇幅が130Pa[abs]より大きい場合は、水分が混入している可能性がありますので、
乾燥窒素ガスを0.05MPaまで加圧して、再度真空引きを実施してください。）

お願い：
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R410Ａ 
ボンベ 

液冷媒 

R410Ａ 
ボンベ 

サイフォン管 

【サイフォン管付きボンベの場合（立てたまま液冷媒を充てんできる）】 【サイフォン管が付いていないボンベの場合】 

●冷媒充てん
機器に使用しています冷媒は、擬似共沸混合冷媒ですが充てんに関しては液の状態で行なう必要があります。よって、ボンベより機器に
冷媒充てんするときに、サイフォン管が付いていないボンベの場合は下図のようにボンベを逆さにして充てんします。なお、右下図
のようなサイフォン管付きボンベの場合は、立てたまま液冷媒を充てんすることができますので、ボンベの仕様には注意してください。
万一、ガスの状態で冷媒充てんした場合、機器は新しい冷媒に入れ換え、冷媒の残ったボンベは使用しないでください。
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工場出荷時、機器には配管長5m相当の冷媒を充てんしています。（下表参照）
配管長が5m以上の場合は下式に従った冷媒量を追加充てんしてください。（最大160m）

冷媒チャージ後は操作弁を開けてください。（室内・外ユニットとも）
追加冷媒量＝（全配管長ー5）×0.09    kg

※冷媒再充てんの場合は、上記量に工場出荷時の充てん量を加えた

冷媒量を充てんしてください。

【追加冷媒量】

表.　工場出荷時の冷媒封入量 

INV側 

定速側 

室内ユニット 室外ユニット 計 

8.5kg

7.5kg

5.0kg

5.0kg

13.5kg

12.5kg

お願い：

この製品はフロン排出抑制法 第一種特定製品です。

この表示は、パッケージエアコンに温暖化ガス（フロン類）が封入されていることをご認識いただくための表示です。エアコンの
取外し時は、フロン類の回収が必要です。

1）フロン類をみだりに大気中に放出することは禁じられています。 
2）この製品を廃棄・整備する場合には、フロン類の回収が必要です。 
3）冷媒の種類及びGWP（地球温暖化係数）は本ユニットの定格銘板に記載されています。 
冷媒の数量は本ユニットの機器設置状況銘板あるいは冷媒量記入ラベルに記載されています。 

4）冷媒を追加充填した場合やサービスで冷媒を入れ替えた場合には本ユニットの冷媒量記入ラベルに 
必要事項を必ず記入してください。 
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悪い例

良い例

(4) 冷媒配管の断熱

冷媒配管は以下のとおり断熱を行うか、または、同等仕様品を採用してください。
冷媒配管の断熱は、必ず液管とガス管とを別々に十分な厚さの耐熱ポリエチレンフォームで、室内ユニットと断熱材および
断熱材間の継目に隙間のないように行ってください。
断熱工事が不完全ですと露タレ等が発生することがありますので、特に天井裏内の断熱工事は、細心の注意が必要です。

アスファルト質油性マスチック 
またはアスファルト 

鉄線 

配管 

断熱材A
外装B

断熱材Ａ
グラスファイバー＋鉄線

接着剤＋耐熱ポリエチレンフォーム＋圧着テープ

ビニールテープ

防水麻布＋ブロンズアスファルト

防水麻布＋アエン鉄板＋油性ペイント

屋　　内

床下露出

屋　　外

外　装Ｂ

(注) 被覆材にポリエチレンカバーを使用する場合は、アスファルトルーフィング
は不要です。

ガス管 

液管 

電線 

仕上げテープ 

断熱材 

仕上げテープ 

断熱材 断熱材 

液管 ガス管 

電線 

この部分が断熱されていない 

��
��

��
��

��
����

¡ガス管と液管を同時に
断熱してはならない。

¡接続部も十分断熱すること。

●貫通部

〇内壁（いんぺい） 〇外壁　　　　　　　　　　　　　　〇外壁（露出） 〇防火区画、界壁等における貫通部

〇床（防水） 〇屋上パイプシャフト

�
�
�
�

��
��

スリーブ 

断熱材 

コーキング材 
防水管 

つば付スリーブ 

断熱材 

断熱材 断熱材 

バンド 

つば付スリーブ 
コーキング材 
断熱材 

ラッキング材 

防水管 

ラッキング 

スリーブ 

スリーブ 

コーキング材 

1m 1m
スリーブ 

不燃性断熱材 
モルタル等不燃材で 
コーキング 

モルタルにてすき間を充てんする場合は、
貫通部を鋼板にて被覆し断熱材がへこまな
いようにしてください。またその部分は不
燃性断熱材を使用し、被覆材も不燃性(ビニ
ールテープ巻きはダメ)を使用してくださ
い。

(注) 電線の断熱処理は行わないでください。
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２心シールド 

２心シールド 

室内ユニット 
室外ユニット 

TB３,TB５：伝送線用端子台 
　　　　　(室内ユニット～室外ユニット間) 
    TB７   ：伝送線用端子台 
　　　　　(室内ユニット間)

TB7 TB３ 
TB5

室内ユニット 

TB7 TB３ 
TB5

室内ユニット 
（制御盤）へ接続 

多心ケーブル 

室内ユニット 

TB7 TB３ 
TB5

室内ユニット 

TB7 TB３ 
TB5

室内ユニット 
（制御盤）へ接続 

室外ユニット 

室外ユニット 

室外ユニット 

8.電気工事
(1) 注意事項
①「電気設備に関する技術基準」、「内線規程」および、据付工事説明書に従ってください。

②ユニット外部では制御用配線が電源配線の電気ノイズを受けないよう離して（5cm以上）施設してください。
(同一電線管に入れないでください。)

③室内ユニット、室外ユニットには、D種接地工事を必ず実施してください。

④室内ユニット、室外ユニットの電気品箱はサービス時取外すことがありますので、配線は必ず取外すための余裕
を設けてください。

⑤制御配線用端子台には、電源を絶対に接続しないでください。万一接続すると電子部品が焼損します。
⑥制御用配線は、2心シールド線をご使用ください。（下図〇印）
系統の異なる制御配線を多心の同一ケーブルを使用して配線しますと送信号の送・受信が正常にできなくなり、誤動作
の原因になりますので、絶対に行わないでください。（下図×印）
⑦制御用配線の継ぎ足しを行う場合には、シールド線も必ず継ぎ足してください。
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(2) 制御箱および配線接続位置①室外ユニット
(a)六角レンチにて吸込みグリルを開いてください。
六角レンチは上部前パネルスイッチ部に収納しています。
ローレットネジ（2本）を緩めて下部制御箱カバーを外してください。
左サイドパネルに配線穴（直径60㎜）があります。
ユニット内配線接続時、上から順に連絡線、室外機電源線（TB4）、主電源線（TB1） を通してください。

(b)電源線接続
制御盤からの主電源配線を電源端子台（TB1）R・S・Tに、室外ユニットからの動力配線(三相200V）を電源端
子台（TB4）R・S・Tに接続してください。
電源線にシールド線を使用する場合は、シールドアースをアースネジ( )に接続してください。
室内ユニット接地線は、アースネジ（ ）に接続してください。

(c)伝送線接続
室外ユニットへの伝送線を伝送線用端子台（TB3）A・Bに接続してください。
（シールドアースを「シールド」ネジ（シールド）に接続してください。）
室内ユニット間の伝送線を伝送線用端子台（TB7）A・Bに接続してください。
（シールドアースを、TB7の「シールド中継用」表示のある端子に接続してください。）

下部制御箱カバー 六角レンチ収納 

連絡線 
室外機電源線 

主電源線 

※配線接続完了時、左サイドパネルの配線穴をコーキング材にて必ず塞いでください。
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ａ．伝送線配線には必ずシールド線をお使いください。
ｂ．室内ユニットのTB3（伝送線用端子台）のA,B端子と、室外ユニットのTB5（伝送線用端子台）のA,B端子を

配線します。また、室内ユニットの「シールド」ネジと室外ユニットへの伝送線のシールド線を接続します。
ｃ．各室内ユニットのTB7（伝送線用端子台）のA,B,シールド中継用端子を接続します。
ｄ．室内ユニットのユニットアドレス設定およびゾーンNo.設定は以下のように設定します。
・ユニットアドレス設定：ロータリースイッチ(SWU2(10位)、SWU1(1位))にて１～２０内で設定
・ゾーンNo.設定　　　 ：ロータリースイッチ(SWG1)で１～５内で設定

ｅ．旧型式の制御盤（操作パネルの品名末尾が「-Ｌ」のもの）を使用される場合はメイン基板のSW2-4をON
に設定してください。

伝
　
送
　
線
　
配
　
線
　
例

配
線
方
法
・
ア
ド
レ
ス
設
定
方
法

【システム例】

TB７ TB3

シールド A BA Bシールド 
中継用 

シールド 
シールド 
中継用 

A B S TB５ 
A B

シールド線 

室内ユニット 

室外ユニット 
 

制御盤 
（基本ユニット） 

A B S

操作パネル 

TB７ TB3

A BA B TB５ 
A B

室内ユニット 

① 

⑤ 

④ 

③ 

② 

【伝送線用端子台ネジ径】 

ネジ径 ユニット 

制御盤（基本ユニット） 

操作パネル 

室内ユニット 
 

室外ユニット 

M3.5 

M3.5 

M4 

M4 

M4

TB7 

TB3

室外ユニット 

E3

(3) 伝送線配線
伝送線配線は、下記仕様の配線をご使用ください。

・制御盤ー操作パネル間配線長 ：①＋②＋③≦200m
・室内ユニットを経由した最遠配線長 ：①＋②＋④、①＋②＋③＋⑤≦500m
・室内ユニットー室外ユニット間配線長 ：④、⑤≦200m

許
容
長

・室外ユニットへの伝送線用端子台（TB5）どうしを接続しないこと。
・室内外ユニット間配線（TB3）と室内ユニット間配線（TB7）を反対に接続しないよう十分にご注意ください。
（室内ユニットの制御基板が破損する場合があります。）

禁
止
事
項

【伝送線配線仕様】
¡伝送線の種類　CVV-S、CVV-SLA、CPEVS
¡配線の線径　　1.25mm2以上またはφ1.2mm以上
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(4) 主電源の配線および器具容量

●室内外機電気配線

●空調機の配線容量

室外ユニット 
 

室内 
ユニット 

① 

①主電源配線 

②動力配線 

③室内ユニット接地線 

④室外ユニット接地線 

② 

③ ④ 

漏電遮断器 

手元開閉器 
配線用遮断器 

CFFSシールド線は主電源配線、および動力配線に使用可能です。 
シールド線を使用する場合は、シールドアースを室内ユニットの 
アースネジ(E)に接続してください。 

配線容量 アース線太さ 
（mm2） 

電源配線太さ（mm2） 
① 

配線長さ52mまで 

室内ユニットから室外ユニット 
連絡配線太さ（mm2） 

動力配線（160m）② 

室内 
③ 

室外 
④ 

＊１　電源には必ず漏電遮断器を取付けてください。 
＊２　漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または配線用遮断器を組合わせて使用してください。 
＊３　過電流保護器はB種ヒューズを使用する場合について示します。 
＊４　配線の電圧降下は幹線および分岐回路のそれぞれにおいて標準電圧2％以下にしてください。 
＊５　製品の故障、電源配線不良などにより大電流が流れた場合、製品側の遮断器と上位側の遮断器が共に作動 
　　　することがあります。設備の重要度により電源系統を分割するか、遮断器の保護協調をとってください。 

38（AC200V） 14 5.5 2

手元開閉器 配線用 
遮断器<A>開閉器容量 <A> 過電流保護器 <A>　＊3

100 100 100

漏電遮断器 

100A 100mA 0.1s以下 

（室外ユニット　(三相　AC200V)）  



24

(5) 外部入出力接続

①入出力仕様 

②配線図 

入力 
機能 

発停 

異常リセット 

パルス（有電圧＜有電圧の場合＞／無電圧a接点）（注1） 
電源：DC24V 
電流：約37mA

信号仕様 

＜パルス規格＞ 

パルス（有電圧） 
電源：DC24V 
電流：約37mA
＜パルス規格＞ 

（注1）無電圧仕様の場合は、微小電流用接点（DC12V 1mA）を 
　　　　　ご使用ください。 

出力 
機能 
空調機運転 リレーa接点出力 

　DC 30Vまたは 
　AC 100V/200V 
接点定格電流：1A 
接点最小負荷：100mA

空調機異常 

室内送風機運転 

圧縮機運転 

信号仕様 

X11 L1

X11 1

2

X12 L2

X12 3

4

X13

X13 5

6

X14 L3

X14 7

8

X15 L4

X15

TB13

TB14

1

2

X16

室内ユニット 

空調機運転 

リレー接点出力 

有電圧接点入力 

＜リレー接点出力＞ 

表示用 
電源 

DC30V   1A 
AC100V/200V   1A

L1

L2

L3

L4

空調機運転状態表示用ランプ 

空調機異常状態表示用ランプ 

室内送風機運転状態表示用ランプ 

圧縮機運転状態表示用ランプ 

＜有電圧接点入力の場合＞ 

外部 
電源 

DC24V 
入力電流　約37mA

SW11

SW12

外部発停スイッチ 
※SWを押す（パルス入力 
　する）毎に運転／停止が 
　反転します。 

異常リセットスイッチ 
※SWを押す（パルス入力 
　する）ことにより、異常 
　をリセットします。 

＜無電圧接点入力の場合＞　※1

SW11

SW12

微小電流用接点　DC12V 1mA

外部発停スイッチ 
※SWを押す（パルス入力 
　する）毎に運転／停止が 
　反転します。 

異常リセットスイッチ 
※SWを押す（パルス入力 
　する）ことにより、異常 
　をリセットします。 

表示用電源 

空調機異常　※4

表示用電源 

室内送風機運転 

表示用電源 

X17

※1

※1

SW11X17
1

2

3

B1B2

4

1

2

3

A1A2

4

5

6

発停　※2※3

外部電源 

X18

SW12X18

中継コネクター 

7

8

異常リセット 

外部電源 

表示用電源 

圧縮機運転　※4

X16 3

4

（注2）通電後90秒間は発停信号を入力しないでください。 
　　　　　復電自動復帰や発停信号が無効となる場合があります。 

200ms以上   200ms以上  

200ms以上   200ms以上  
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※1　外部入力は有電圧仕様ですが、無電圧仕様に変更することが可能です。 
　　　無電圧仕様の場合、X17およびX18は使用しません。 
　　　中継コネクターA1とB2、A2とB1をそれぞれ接続してください。 
　　　中継コネクターの位置は下記【上部制御箱　配置図】を参照してください。 

※2　外部発停入力を使用する場合は、SW3-1をONに設定してください。 
※3　室内ユニットの遠方／手元切換スイッチが“手元”に設定されている場合は、外部発停入力は無効です。 
※4　配線変更によりインバーターサイクルと定速サイクルの個別出力が可能です。 

X11 L1

X11 1

2

X12 L2

X12 3

4

X13 L3

X13 5

6

X14 L4

X14 7

8

X15 L5

X15

TB14

TB13

1

2

X16 L6

室内ユニット 

空調機運転 

リレー接点出力 

＜リレー接点出力＞ 

表示用 
電源 

DC30V   1A 
AC100V/200V   1A

L1

L2

L3

L4

L5

L6

空調機運転状態表示用ランプ 

インバーターサイクル異常状態表示用ランプ 

定速サイクル異常状態表示用ランプ 

室内送風機運転状態表示用ランプ 

インバーター圧縮機運転状態表示用ランプ 

定速圧縮機運転状態表示用ランプ 

表示用電源 

インバーターサイクル異常 

表示用電源 

定速サイクル異常 

表示用電源 

室内送風機運転 

表示用電源 

表示用電源 

表示用電源 

インバーター圧縮機運転 

定速圧縮機運転 
X16 3

4

【詳細図】 

X18

X17

X16

X15

X14

X13

X12

X11

制御基板 
(サブ基板)

52C1

【上部制御箱 配置図】 

IPM

TB11

52C2

51C2

ゲートアンプ 
基板 

インバーター 
    基板 

DS
TB6

TB12

51F 52F
NF2

F03
F04

X19

中継コネクター 

送風機用 
インバーター 

TB15

制御基板 
(メイン基板)

43F
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本製品は、高圧ガス保安法に基づき、冷媒ガスの圧力を受ける部分の材料、構造を遵守し、圧力試験が実施されています。
冷媒ガスの圧力を受ける部分の部品を交換または修理をされる場合は資格（冷凍空調施設工事事業所）のある事業所に依
頼されるようお願いいたします。

本製品の保安上の明細は次のとおりです。

機　　　　種

13.5/12.5

4.15

2.21

4.15

2

12.6/12.5

9.0/6.7

INV側1.74+定速側2.24/INV側1.48+定速側2.69

R410A

4.2/4.2

3.0/2.3

4

12.5

4.15

1

6.7

2.21

PADY-P450NMT-E

一日の冷凍能力 50Hz/60Hz トン/日

冷　　　媒

冷媒充てん量（INV側/定速側） kg＊1

設計圧力（高圧部） MPa

〃 （低圧部） MPa

高圧遮断装置の設定圧力 MPa

台　　　　数

強度確認試験圧力(高圧部)(INV側/定速側) MPa

〃 (低圧部)(INV側/定速側) MPa

気 密 試 験 圧 力(高圧部)(INV側/定速側) MPa

〃 (低圧部)(INV側/定速側) MPa

台　　　　数

耐圧試験圧力 MPa

気密試験圧力　　　　　　 MPa

耐圧試験圧力　　　　　　　 MPa

気密試験圧力　　　　　　　 MPa

台　　　　数

圧
　
　
縮
　
　
機

凝
　
縮
　
器

蒸
　
発
　
器

据付けの際に現地で冷媒配管を施工した設備は配管施工部分の気密試験を設計圧力で実施願います。
＊1.冷媒充てん量は、出荷時の本体充てん量を示します。
(室内ユニット：INV側8.5kg，定速側5.0kg，室外ユニット：INV側7.5kg，定速側5.0kg)

気液分離器

2.77

2.21

耐圧試験圧力　　　　　　　 MPa

気密試験圧力　　　　　　　 MPa

品　　　　名そ
の
他
の
容
器
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